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通報のポイント（例） 
落ち着いて、通信指令室員の質問に答えてください 

何が起きたの？ 

場所はどこ？ 

どんな状態？ 具体的にはっきりと 
《火災の場合》 
「台所から出火、火が天井まで届きそう」 

《救急・救助の場合》 
「車同士の交通事故でケガ人が3人いる」 

あわてずに「火事」「救急」の別を 

○○町○○　△△△△番地の□□さんの
お宅が火事です。 

目標物は○○○です。 

災害などの 
　受信数 
1,983回 

通報訓練 
440回 

　いたずら 
間違い・不明 
問い合わせなど 
1,090回 

119番受信状況（平成20年中） 

救急一口メモ 　
京
丹
後
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
と
い
う
救
急
シ
ス
テ
ム
を
ご
存

じ
で
す
か
。 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
、
消
防
署

が
重
症
の
１
１
９
番
通
報
を
受
信
し
た

時
や
、
救
急
出
動
現
場
で
医
師
に
よ
る

早
期
治
療
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
常
駐
し
て

い
る
専
門
の
医
師
と
看
護
師
が
搭
乗
し

た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
出
動
要
請
し
、
現

場
近
く
の
小
学
校
な
ど
に
着
陸
し
て
、

救
急
隊
と
協
力
し
治
療
を
開
始
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。 

        

　
つ
ま
り
、
生
命
の
危
機
に
直
面
し
て

い
る
人
の
所
へ
医
師
が
直
接
出
動
し
、

病
院
で
行
う
治
療
を
現
場
で
開
始
す
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

　
現
在
、
こ
こ
京
丹
後
市
内
も
運
航
エ

リ
ア
と
な
る
公
立
豊
岡
病
院
を
拠
点
と

す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
計
画
（
平
成

二
十
二
年
四
月
運
行
開
始
予
定
）
が
進

行
し
て
い
ま
す
。 

　
参
考
で
す
が
、
す
で
に
二
十
機
を
越

え
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
全
国
各
地
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。 

●自宅から通報をされるときは、通報

場所の特定ができる固定電話を使用

してください。携帯電話は、住所確

認に時間を要してしまうためです。 

 

●「サイレンを鳴らさずに来てくださ

い」と言われることがありますが、

道路交通法により、消防車両はサイ

レンを鳴らさなければ緊急走行でき

ないことになっていますのでご理解

ください。 

 

●誤って通報をしたとき、何も言わず

に電話を切るかたがおられますが、

そのようなときは電話を切らず「間

違えました」と伝えてください。通

信指令室では緊急の可能性があるも

のと考え、確認の連絡を取ることに

しています。 

 

●病院照会などのお問い合わせは、 

　蕁 62-0119にお願いします。 

住宅用火災警報器 
の設置期限 ※ まで 
あと 　　　日です 516

  

　
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成
十
四
年
三
月

か
ら
現
在
の
「
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
」

を
運
用
し
て
お
り
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
施
設
は
、
１
１
９
番
通
報
の
受
信

か
ら
出
動
ま
で
、
よ
り
速
く
、
よ
り
確
実

な
指
令
が
可
能
で
あ
り
、
特
に
、
地
図
検

索
装
置
と
発
信
地
表
示
装
置
に
よ
り
、
素

早
く
通
報
場
所
を
特
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、

初
動
体
制
の
確
立
に
大
き
な
威
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。 

              
　
平
成
二
十
年
中
、
通
信
指
令
室
で
は
、

１
１
９
番
通
報
を
三
千
五
百
十
三
回
受
信

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
災
害
な
ど
の
受

信
数
は
千
九
百
八
十
三
回
（
五
六
・
五
％
）

で
、
そ
れ
以
外
の
受
信
数
は
千
五
百
三
十

回
（
四
三
・
六
％
）
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
外
の
受
信
数
の
中
に
は
、
間
違
い
・
い

た
ず
ら
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
あ
り
、
本

来
緊
急
専
用
回
線
で
あ
る
１
１
９
番
の
不

適
正
な
利
用
も
目
立
ち
ま
す
。 

　
ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
は
五
百
九
十
回
（
一

六
・
八
％
）
の
受
信
が
あ
り
、
普
及
台
数

の
増
加
と
と
も
に
受
信
数
も
増
え
て
い
ま
す
。 

   

　
突
然
の
災
害
を
目
の
前
に
す
る
と
、
そ

の
緊
迫
感
か
ら
あ
わ
て
て
し
ま
う
の
が
人

間
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、
通
信
指
令
室
員

の
質
問
に
落
ち
着
い
て
答
え
る
こ
と
が
、

実
は
も
っ
と
も
効
率
の
良
い
通
報
な
の
で
す
。 

そ
こ
で
、「
落
ち
着
い
て
・
正
確
に
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
具
体
的
な
通
報
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

                 

   

　
市
で
は
、
京
丹
後
市
地
域
情
報
化
計
画

に
基
づ
き
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
の
敷

設
に
よ
る
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
と
い
っ
た
情
報
通
信
基

盤
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
と
同
時
に
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
に
、
光
Ｉ
Ｐ

電
話
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
も
多
く
の
か
た
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。 

　
光
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
通
話
料
が
安
い
な
ど

た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

停
電
時
に
は
機
能
的
に
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
緊
急
の
１
１
９
番
通
報
も
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
あ
わ
て

ず
に
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
な
ど
、
ほ
か

の
通
報
手
段
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

             

                

　
通
信
指
令
室
員
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

通
報
を
受
け
、
直
接
現
場
へ
出
動
し
活
動

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今

ま
さ
に
お
き
て
い
る
災
害
に
対
し
、
一
番

初
め
に
接
す
る
部
署
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
通
報
の
内
容
か
ら
災
害
の
状
況
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
消
防
隊
や
救
急
隊
が
よ
り
迅
速

で
的
確
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
情
報
を

聞
き
取
り
、
そ
し
て
何
よ
り
、「
言
葉
と
言

葉
」
の
や
り
取
り
の
中
で
、
災
害
に
直
面

し
て
い
る
み
な
さ
ん
の
不
安
を
少
し
で
も

取
り
除
き
、
そ
の
被
害
が
最
小
限
の
う
ち

に
治
ま
る
こ
と
を
願
い
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
通
報
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　「
早
く
来
て
く
れ
」
と
思
わ
れ
る
く
ら
い

細
か
く
お
聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
時
に
は
電
話
を
つ
な
い
だ
ま
ま
、
応
急

手
当
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
で
も
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防
車
や

救
急
車
は
す
で
に
あ
な
た
の
も
と
へ
向
か

っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
な
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
適
正
な
「
１
１
９
番
」

の
利
用
に
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

通信指令室長 

奥 田  直 人 

※既に建っている住宅への住宅用火災警報器の設置義務期限です。新しい建物については既に設置義務があります。 

救急救命士 中 西  孝 文 

24時間365日市の安全を守ります 

ア
イ
ピ
ー 

　『火事・救急・救助は、局番なしの「１１９番」まで』 
　みなさんも一度は目や耳にしたことのあるフレーズで
はないでしょうか。 
　今回は、安心・安全を言葉と電波に乗せて発信する「通
信指令室」をご紹介します。 

通信指令室長からのお願い 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て 

住宅用火災警報器などに関するお問い合わせは、 京丹後市消防本部予防課（蕁0772（62）5119）または、 最寄の消防署まで。 
京丹後市消防本部ホームページもご覧ください。 http: / /www.ci ty.kyotango.kyoto. jp/kcfd/

光
Ｉ
Ｐ
電
話 

通
信
指
令
室
の
紹
介 

１
１
９
番
受
信
状
況 

通
報
の
ポ
イ
ン
ト
は 

架
け
橋
で
あ
り
続
け
る
た
め
に 

あなたを守る架け橋『１１９』 あなたを守る架け橋『１１９』 

１１９番は、消防と 
　　　市民のみなさんをつなぎます 
１１９番は、消防と 
　　　市民のみなさんをつなぎます 

火災・救急・救助 

119 119 
たんごの風 43号 

消
防
の
広
場
 

消
防
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広
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代表　 ６２－０１１９ 
総務課　総務係　62-8119  
　　　　管理係　62-8129  
予防課  　　　　 62-5119


